
保健師による

健康伝言板 不育症のこと、知っていますか？

　日本で不妊の検査・治療の経験があるカップルは、
約４. ４組に１組と言われています。子どもを望む男女
にとって、不妊・不育症は誰にでも起こりうることです。
　今回は、「不育症」に焦点をあててご紹介します。
◎不育症とは？
　妊娠はするけれども、２回以上の流産・死産の既
往があることを「不育症」といいます。現在のとこ
ろは、妊娠反応のみ陽性で赤ちゃんの袋（胎嚢）が
子宮に確認されないまま、その後に月経になってし
まう生化学妊娠については流産回数には含めません。
既に赤ちゃんがいる場合でも、２回以上の流産・死
産の既往があれば、不育症に含めます。
◎不育症のリスクとは？
　「不育症」のリスクには、子宮の形が悪い子宮形態
異常、甲状腺の異常、夫婦どちらかの染色体異常、
内分泌異常、凝固因子異常、免疫異常などがあります。
検 査 を し て も 明 ら か な 異 常 が 分 か ら な い 人 が、
６５. ２% 存在します。
◎不育症の予後は？
　不育症の人の８５% が最終的に元気な赤ちゃんに
恵まれています。治療を開始しても流産された場合、

次の治療法の選択のため、流産検体の染色体検査を
行うことが重要です。
◎不育症について相談したいときは？
　岐阜県不妊・不育症相談センターにて不妊症や不
育症について、無料で相談できます。
◎平日相談　岐阜県健康科学センター（岐阜保健所内）
相談日時　月・金曜日（祝日、年末年始を除く）
午前１０時〜正午、午後１時〜４時
相談方法　・電話相談　☎ ０５8-３8９-8２５8
・ 面接相談　電話かメールで要予約※受付は月・金曜日
・ メール相談　c11223a@pref.gifu.lg.jp
　※ 携帯電話からメールをする場合は、ドメイン指

定またはメールアドレスの登録をしてください。
相談担当者　不妊専門相談員、産婦人科医（不妊専
門相談員を通してメール相談に応じます）
◎休日相談
相談日時　土・日曜日（年末年始を除く）
午前１０時〜正午、午後１時〜４時※祝日も相談可
相談方法　電話相談のみ　☎ ０8０-３６３8-４１０３
相談担当者　助産師

 問合せ先  保健センター　☎ ３４-２３３３
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